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A22c CTA 大口径望遠鏡の分割鏡の結像性能評価
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Cherenkov Telescope Array (CTA) 計画では、3 種類の口径の異なる大気解像型チェレンコフ望遠鏡を大規模
に配置した望遠鏡群により高エネルギーガンマ線観測を行う。日本が主体となり開発を進めている大口径望遠鏡
(Large-Sized Telescope : LST) は、23 m という主鏡口径を六角形の対辺間が 1.51 m の球面分割鏡を約 200 枚
使用し実現する。最終的に LST 8 台分 (約 1600 枚) を生産することになる分割鏡であるが、要求される結像性
能は、0.03°(15 mm) であり、その焦点距離は f (28 m - 29.2 m) である。現在、結像性能の評価方法の一つと
して、2f の位置で直接像を測定し、評価する 2f 法を採用しており、製造元の工場内で納品前の検定の評価方法
として用いてきた。実際には、2f の位置に光源である LED とスクリーンを置き、デジタルカメラで光源が ON
と OFF の状態をそれぞれ撮影し、それらの画像を差し引きすることで結像されたスポットの大きさを求め、そ
れが要求を満たすかを評価している。今回、自動制御による画像の撮影によって作業の効率化、測定精度の向上
を図った改良を重ねた上で、これまでよりも更に整った測定環境でより詳細な分割鏡の結像性能評価を行うため
に、新たに東京大学宇宙線研究所に 2f 実験装置を組み立てた。本講演では、新たに組み立てた 2f 実験装置で測
定を行った結果等、 LST の分割鏡の結像性能評価の状況について報告する。


